
事業所名グループホームのどか

作成日

【目標達成計画】
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現状における
問題点，課題

目標達成に向けた
具体的な取り組み内容

1 35
事業所内に、非常時の
食材や飲料水の確保が
なされていなかった。

カンファレンスの際に職
員に伝え、非常時のため
の準備であることを伝え
た。

2 36
一人ひとりの人格を尊
重し、プライバシーを
損ねない対応をする。

カンファレンスの際、職
員にトイレ介助時の様子
等を話し、目隠しとして
どのような物が良いか？
話し合いを行った。

3 43
排便チェックのみで排
泄時間やパターンの確
認不足であった。

カンファレンスの際に職
員へ、排便チェックのみ
で排尿回数が不明なた
め、チェック表を活用す
ることで一人ひとりの排
泄パターンや、回数・生
活リズムが把握出来るこ
とを説明した。

4

5

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。

２　  目  標  達  成  計  画

注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

プライバシー確保として、ト
イレ入り口に目隠しとなる物
を検討する。

平成　23　年　３　月　１０日

目標達成に
要する期間

平成23年1月中に準
備した。

現時点では職員内
の検討中。
4月までには準備予
定。

24時間の排泄チェック表を活
用して排泄時間やパターンを
一目で確認できトイレでの排
泄が失敗なくスムーズに行え
るようにする。

平成23年2月より
チェック表を準備
現在、使用中。

目　　　　標

最低、入居者・職員数の非常
食（カップ麺や水等）の準備
を行う。


